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菊地功大司教 メッセージ

先週の日曜日 9 月 5 日に、パラリンピックが閉会式を迎えました。先に開催されたオリ
ンピックとともに、感染症が終息しない中で国際的な行事を開催すること自体に賛否両
論がありましたし、実際に参加された方々や現場での運営にあたった方々には大きな苦
労があったことだと思います。わたし自身もかなりの不安を抱いておりましたし、感染
症に関して社会への影響があったのかどうかは、後にならなければ判明しないのかもし
れません。

障がいと共に生きる方々のスポーツ世界大会であるパラリンピックは、その大会が象徴
する価値観からも世界にとって重要な出来事であると思うのですが、オリンピックと比
較すれば注目度は高いとは言えず、加えて今回の事態でそれがさらにかすんでしまった
のは残念です。

パラリンピックに掲げられた重要な柱である価値観は、スポーツイベントを超えて社会
全体へ重要なメッセージを発信していると言っても過言ではないと思います。日本パラ
リンピック委員会によれば、パラリンピックが重視する価値は、勇気、強い意志、イン
スピレーション、公平であります。

同委員会のホームページによれば、「マイナスの感情に向き合い、乗り越えようと思う精
神力」が勇気であり、「困難があっても、諦めず、限界を突破しようとする力」が強い意
志であり、「人の心を揺さぶり、駆り立てる力」がインスピレーションであり、「多様性
を認め、創意工夫をすれば、誰もが同じスタートラインに立てることを気づかせる力」
を公平としています。

教会はすべてのいのちが神の目からは大切であることを強調し、誰ひとり排除されない
社会の構築を提唱しています。またわたしたちのいのちは、その始まりから終わりまで、
一つの例外もなくその尊厳が守られなければならないと主張しています。残念ながら、
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多様性を認めながら共に支え合って生きるのではなく、分断し排除しようとする傾向が、
昨今の世界では、さまざまな形態をとって垣間見られます。その社会に対して、「勇気、
強い意志、インスピレーション、公平｣という価値観は、連帯のうちにともに支え合おう
という、いのちを守る社会の実現を呼びかけています。

イザヤは、この世によって排除され迫害されるいのちに対して、そのいのちを愛し守ら
れる創造主が、常に共にいて守られることを記しています。

使徒ヤコブは、行いが伴わない信仰は、｢何の役に立つでしょうか」と問いかけます。そ
の上で、｢わたしは行いによって、自分の信仰を見せましょう」と宣言します。

マルコ福音は、イエスが弟子たちに、「人々は、わたしのことを何者だと言っているか」
と尋ねた話を記します。弟子たちは口々に、方々で耳にする主イエスについての評価を
語ります。つまりそれは「うわさ話」であります。それに対してイエスは、「それでは、
あなた方はわたしを何者だというのか」と迫ります。わたしたちは、いま、主によって
回答を迫られています。わたしたち一人ひとりは、一体何と応えるのでしょう。わたし
にとって、主イエスとは何者なのでしょうか。

わたしたちは、いのちを与えられた神から愛されている存在です。守られている存在で
す。その神のいつくしみを、愛を、具体的にわたしたちに示されるのは、共にいてくだ
さる主イエスであります。主こそわたしたちの救い主と、ペトロと一緒に応えるのであ
れば、わたしたちには主が生きたように、語ったように、生きていく務めがあります。
それは信仰を具体的に行動に表すことであり、すべてのいのちが神に愛される存在であ
ることを、具体的に示すことであります。


